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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業車輌に装備可能な種々の油圧アクチュエータを前記作業車輌の主要機能を担う主要
機能グループと付加機能を担う付加機能グループとに区分けし、
　前記作業車輌の一構成要素であるハウジングの外表面に第１及び第２領域を有するバル
ブブロック装着面を形成し、
　仕様に応じて実際に装備される油圧アクチュエータのうち前記主要機能グループに属す
る油圧アクチュエータの為のバルブを前記第１領域に直接又は間接的に装着可能な主要機
能バルブブロックに集約し、仕様に応じて実際に装備される油圧アクチュエータのうち前
記付加機能グループに属する油圧アクチュエータが存在する場合には当該油圧アクチュエ
ータの為のバルブを前記第２領域に直接又は間接的に装着可能な付加機能バルブブロック
に集約し、
　前記バルブブロックを前記バルブブロック装着面の対応領域に装着することによって、
実際に装備される油圧アクチュエータが共通油源からの作動油によって作動可能に流体接
続されることを特徴とする油圧アクチュエータ作動油路形成方法。
【請求項２】
　前記作業車輌における駆動輪の駆動状態を変更する為の油圧アクチュエータが前記主要
機能グループに区分けされていることを特徴とする請求項１に記載の油圧アクチュエータ
作動油路形成方法。
【請求項３】
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　前記作業車輌における駆動輪の駆動状態を変更する為の油圧アクチュエータは、前記作
業車輌における駆動輪の駆動速度を無段変速する油圧無段変速装置、前記駆動輪の駆動方
向を切り換える油圧前後進切換装置、及び／又は、前記駆動輪の駆動を係脱させる油圧走
行クラッチ装置を含むことを特徴とする請求項２に記載の油圧アクチュエータ作動油路形
成方法。
【請求項４】
　前記作業車輌における駆動輪に制動力を付加する油圧ブレーキ装置が前記付加機能グル
ープに区分けされていることを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の油圧アクチュ
エータ作動油路形成方法。
【請求項５】
　前記作業車輌における前輪及び後輪の一方のみを駆動する二駆状態と前記前輪及び後輪
の双方を駆動する四駆状態とを切り換える油圧二駆／四駆切換装置が前記付加機能油圧グ
ループに区分けされていることを特徴とする請求項１から４の何れかに記載の油圧アクチ
ュエータ作動油路形成方法。
【請求項６】
　前記付加機能グループに属する油圧アクチュエータが前記作業車輌に装備されない場合
には、前記第２領域はポートが存在しない閉鎖面とされていることを特徴とする請求項１
から５の何れかに記載の油圧アクチュエータ作動油路形成方法。
【請求項７】
　前記主要機能バルブブロックには、前記共通油源に流体接続される受入ポートと、前記
油圧アクチュエータに対する中継ポートと、前記受入ポートに流入される作動油の少なく
とも一部を取り出す取出ポートとが設けられていることを特徴とする請求項１から６の何
れかに記載の油圧アクチュエータ作動油路形成方法。
【請求項８】
　前記作業車輌に駆動源からＰＴＯ軸への動力伝達を係脱させる油圧ＰＴＯクラッチ装置
と前記油圧ＰＴＯクラッチ装置への作動油の給排制御を行うＰＴＯ切換弁とが備えられる
場合には、前記取出ポートから取り出された作動油が前記ＰＴＯ切換弁を介して前記油圧
ＰＴＯクラッチ装置へ供給されることを特徴とする請求項７に記載の油圧アクチュエータ
作動油路形成方法。
【請求項９】
　前記付加機能バルブブロックには前記第２領域に接合される装着面に開口された付加機
能受入ポートが設けられ、
　前記主要機能バルブブロックの前記取出ポートは、前記第１領域に装着される装着面に
開口する装着面取出ポートを含むものとされ、
　前記ハウジングには、前記装着面取出ポート及び前記付加機能受入ポートを流体接続す
る連通油路が形成されていることを特徴とする請求項７又は８に記載の油圧アクチュエー
タ作動油路形成方法。
【請求項１０】
　前記主要機能バルブブロックは、前記第１領域に装着される第１バルブブロックと、前
記第１バルブブロックに装着される第２バルブブロックとを有し、
　前記第２バルブブロックは、前記第１バルブブロックの外端面に装着される装着領域と
、前記装着領域から前記バルブブロック装着面と平行な方向に沿って外方へ延び、前記第
２領域に装着される前記付加機能バルブブロックを少なくも部分的に覆う延在領域とを有
していることを特徴とする請求項１から９の何れかに記載の油圧アクチュエータ作動油路
形成方法。
【請求項１１】
　共通油源からの作動油を作業車輌に備えられる油圧アクチュエータへ供給する油圧アク
チュエータ作動油路構造であって、
　第１及び第２領域を含むバルブブロック装着面が外表面に設けられたハウジングと、
　前記作業車輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作業車輌の主要機能
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を担う主要機能グループに属する主要機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する主
要機能バルブブロックであって、前記共通油源からの作動油を受け入れる主要機能受入ポ
ート及び当該主要機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される主要機
能油圧アクチュエータに対する主要機能中継ポートが設けられた主要機能バルブブロック
とを備え、
　前記第１領域には前記主要機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされる一
方で、前記第２領域には前記作業車輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前
記作業車輌の付加機能を担う付加機能グループに属する付加機能油圧アクチュエータの為
のバルブを収容する付加機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされており、
　前記主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油源から前記
主要機能受入ポートに供給された作動油が前記主要機能中継ポートを介して当該主要機能
バルブブロックに収容されているバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチュエ
ータに供給される状態が現出されることを特徴とする油圧アクチュエータ作動油路構造。
【請求項１２】
　共通油源からの作動油を作業車輌に備えられる油圧アクチュエータへ供給する油圧アク
チュエータ作動油路構造であって、
　第１及び第２領域を含むバルブブロック装着面が外表面に設けられたハウジングと、
　前記作業車輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作業車輌の主要機能
を担う主要機能グループに属する主要機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する主
要機能バルブブロックであって、前記共通油源からの作動油を受け入れる主要機能受入ポ
ート及び当該主要機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される主要機
能油圧アクチュエータに対する主要機能中継ポートが設けられた主要機能バルブブロック
と、
　前記作業車輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作業車輌の付加機能
を担う付加機能グループに属する付加機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する付
加機能バルブブロックであって、作動油を受け入れる付加機能受入ポート及び当該付加機
能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される付加機能油圧アクチュエー
タに対する付加機能中継ポートが設けられた付加機能バルブブロックとを備え、
　前記第１及び第２領域にはそれぞれ前記主要機能バルブブロック及び前記付加機能バル
ブブロックが直接又は間接的に装着可能とされており、
　前記主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油源から前記
主要機能受入ポートに供給された作動油が前記主要機能中継ポートを介して当該主要機能
バルブブロックに収容されているバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチュエ
ータに供給される状態が現出され、
　前記付加機能バルブブロックの前記第２領域への装着によって、前記共通油源から前記
主要機能受入ポートに供給された作動油の一部が前記付加機能受入ポートに流入され、且
つ、前記付加機能受入ポートに流入された作動油が前記付加機能中継ポートを介して当該
付加機能バルブブロックに収容されているバルブによって作動制御される付加機能油圧ア
クチュエータに供給される状態が現出されることを特徴とする油圧アクチュエータ作動油
路構造。
【請求項１３】
　前記主要機能油圧アクチュエータは、前記作業車輌における駆動輪の駆動速度を無段変
速する油圧無段変速装置、前記駆動輪の駆動方向を切り換える油圧前後進切換装置、及び
、前記駆動輪の駆動を係脱させる油圧走行クラッチ装置を含むことを特徴とする請求項１
１又は１２に記載の油圧アクチュエータ作動油路構造。
【請求項１４】
　前記付加機能油圧アクチュエータは、前記作業車輌における駆動輪に制動力を付加する
油圧ブレーキ装置、及び、前記作業車輌における前輪及び後輪の一方のみを駆動する二駆
状態と前記前輪及び後輪の双方を駆動する四駆状態とを切り換える油圧二駆／四駆切換装
置を含むことを特徴とする請求項１１から１３の何れかに記載の油圧アクチュエータ作動
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油路構造。
【請求項１５】
　前記主要機能バルブブロックは、さらに、前記主要機能受入ポートに供給された作動油
の少なくとも一部を取り出す取出ポートを有し、
　前記主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油源から前記
主要機能受入ポートに供給された作動油の一部が前記取出ポートを介して前記作業車輌に
備えられるＰＴＯ切換弁及び油圧ＰＴＯクラッチ装置に供給される状態が現出されること
を特徴とする請求項１１から１４の何れかに記載の油圧アクチュエータ作動油路構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トラクタ等の作業車輌に適用される油圧アクチュエータ作動油路形成方法及
び油圧アクチュエータ作動油路構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トラクタ等の作業車輌においては、走行系伝動装置や作業系伝動装置として作用する種
々の油圧アクチュエータが適宜選択されて使用される。
【０００３】
　即ち、トラクタ等の作業車輌には、装備される油圧アクチュエータの組み合わせが異な
る複数の仕様が存在する。
【０００４】
　詳しくは、走行系伝動装置として作用する多板摩擦型の油圧走行クラッチ装置を備える
仕様（下記特許文献１参照。以下、第１従来と言う。）や、走行系伝動装置として作用す
る多板摩擦型の油圧前後進切換装置を備える仕様（下記特許文献２参照。以下、第２従来
例と言う。）、さらには、走行系伝動装置として作用する油圧無段変速装置、多板摩擦型
の油圧前後進切換装置及び多板摩擦型の油圧二駆／四駆切換装置を備える仕様（下記、特
許文献３参照。以下、第３従来例と言う。）等の種々の仕様が存在する。
【０００５】
　ところで、一般的に、前記作業車輌に装備される油圧アクチュエータの作動制御を行う
バルブはバルブブロックに集約され、前記バルブブロックが前記作業車輌におけるトラン
スミッションケース等のハウジングの外表面に設けられたバルブ装着面に装着される。
【０００６】
　従来構成においては、前記油圧アクチュエータの組み合わせ毎に専用のバルブブロック
が用意され、前記ハウジングの外表面に形成されるバルブ装着面も、配置、形状、大きさ
等に関し、専用のバルブブロックに適合するように形成されている。
【０００７】
　即ち、前記第１従来例の作業車輌においては、第１従来例専用のバルブブロックが用意
され、前記ハウジングの外表面には第１従来例専用のバルブブロックに適合した専用のバ
ルブ装着面が形成されている。
【０００８】
　同様に、前記第２従来例の作業車輌においては、第２従来例専用のバルブブロックが用
意され、前記ハウジングの外表面には第２従来例専用のバルブブロックに適合した専用の
バルブ装着面が形成され、前記第３従来例の作業車輌においては、第３従来例専用のバル
ブブロックが用意され、前記ハウジングの外表面には第３従来例専用のバルブブロックに
適合した専用のバルブ装着面が形成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平７－１２７６６５号公報
【特許文献２】実公平６－０４２１２７号公報
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【特許文献３】特許第５４４１４５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、斯かる従来技術に鑑みなされたものであり、装備される油圧アクチュエータ
の組み合わせが異なる複数種類の作業車輌間において、前記油圧アクチュエータの作動制
御を行うバルブが収容されたバルブブロックが装着されるハウジングの可及的な共用化を
可能とする油圧アクチュエータ作動油路形成方法及び油圧アクチュエータ作動油路構造の
提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、前記目的を達成するために、作業車輌に装備可能な種々の油圧アクチュエー
タを前記作業車輌の主要機能を担う主要機能グループと付加機能を担う付加機能グループ
とに区分けし、前記作業車輌の一構成要素であるハウジングの外表面に第１及び第２領域
を有するバルブブロック装着面を形成し、仕様に応じて実際に装備される油圧アクチュエ
ータのうち前記主要機能グループに属する油圧アクチュエータの為のバルブを前記第１領
域に直接又は間接的に装着可能な主要機能バルブブロックに集約し、仕様に応じて実際に
装備される油圧アクチュエータのうち前記付加機能グループに属する油圧アクチュエータ
が存在する場合には当該油圧アクチュエータの為のバルブを前記第２領域に直接又は間接
的に装着可能な付加機能バルブブロックに集約し、前記バルブブロックを前記バルブブロ
ック装着面の対応領域に装着することによって、実際に装備される油圧アクチュエータが
共通油源からの作動油によって作動可能に流体接続される油圧アクチュエータ作動油路形
成方法を提供する。
【００１２】
　一形態において、前記作業車輌における駆動輪の駆動状態を変更する為の油圧アクチュ
エータが前記主要機能グループに区分けされる。
【００１３】
　前記作業車輌における駆動輪の駆動状態を変更する為の油圧アクチュエータとしては、
前記作業車輌における駆動輪の駆動速度を無段変速する油圧無段変速装置、前記駆動輪の
駆動方向を切り換える油圧前後進切換装置、及び、前記駆動輪の駆動を係脱させる油圧走
行クラッチ装置が例示される。
【００１４】
　例えば、前記作業車輌における駆動輪に制動力を付加する油圧ブレーキ装置、及び／又
は、が前記付加機能グループに区分けされる。
　これに代えて、又は、加えて、前記作業車輌における前輪及び後輪の一方のみを駆動す
る二駆状態と前記前輪及び後輪の双方を駆動する四駆状態とを切り換える油圧二駆／四駆
切換装置が前記付加機能油圧グループに区分けされる。
【００１５】
　前記付加機能グループに属する油圧アクチュエータが前記作業車輌に装備されない場合
には、前記第２領域はポートが存在しない閉鎖面とされる。
【００１６】
　前記種々の構成において、前記主要機能バルブブロックには、前記共通油源に流体接続
される受入ポートと、前記油圧アクチュエータに対する中継ポートと、前記受入ポートに
流入される作動油の少なくとも一部を取り出す取出ポートとが設けられ得る。
【００１７】
　前記作業車輌に駆動源からＰＴＯ軸への動力伝達を係脱させる油圧ＰＴＯクラッチ装置
と前記油圧ＰＴＯクラッチ装置への作動油の給排制御を行うＰＴＯ切換弁とが備えられる
場合には、好ましくは、前記取出ポートから取り出された作動油が前記ＰＴＯ切換弁を介
して前記油圧ＰＴＯクラッチ装置へ供給される。
【００１８】
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　好ましくは、前記付加機能バルブブロックには前記第２領域に接合される装着面に開口
された付加機能受入ポートが設けられ、前記主要機能バルブブロックの前記取出ポートは
、前記第１領域に装着される装着面に開口する装着面取出ポートを含むものとされ、前記
ハウジングには、前記装着面取出ポート及び前記付加機能受入ポートを流体接続する連通
油路が形成される。
【００１９】
　前記種々の構成において、前記主要機能バルブブロックは、前記第１領域に装着される
第１バルブブロックと、前記第１バルブブロックに装着される第２バルブブロックとを有
し得る。
　この場合、前記第２バルブブロックは、前記第１バルブブロックの外端面に装着される
装着領域と、前記装着領域から前記バルブブロック装着面と平行な方向に沿って外方へ延
び、前記第２領域に装着される前記付加機能バルブブロックを少なくも部分的に覆う延在
領域とを有するものとされる。
【００２０】
　また、本発明は、前記目的を達成するために、共通油源からの作動油を作業車輌に備え
られる油圧アクチュエータへ供給する油圧アクチュエータ作動油路構造であって、第１及
び第２領域を含むバルブブロック装着面が外表面に設けられたハウジングと、前記作業車
輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作業車輌の主要機能を担う主要機
能グループに属する主要機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する主要機能バルブ
ブロックであって、前記共通油源からの作動油を受け入れる主要機能受入ポート及び当該
主要機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチ
ュエータに対する主要機能中継ポートが設けられた主要機能バルブブロックとを備え、前
記第１領域には前記主要機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされる一方で
、前記第２領域には前記作業車輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作
業車輌の付加機能を担う付加機能グループに属する付加機能油圧アクチュエータの為のバ
ルブを収容する付加機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされており、前記
主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油源から前記主要機
能受入ポートに供給された作動油が前記主要機能中継ポートを介して当該主要機能バルブ
ブロックに収容されているバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチュエータに
供給される状態が現出されるように構成された油圧アクチュエータ作動油路構造を提供す
る。
【００２１】
　また、本発明は、前記目的を達成する為に、共通油源からの作動油を作業車輌に備えら
れる油圧アクチュエータへ供給する油圧アクチュエータ作動油路構造であって、第１及び
第２領域を含むバルブブロック装着面が外表面に設けられたハウジングと、前記作業車輌
に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作業車輌の主要機能を担う主要機能
グループに属する主要機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する主要機能バルブブ
ロックであって、前記共通油源からの作動油を受け入れる主要機能受入ポート及び当該主
要機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチュ
エータに対する主要機能中継ポートが設けられた主要機能バルブブロックと、前記作業車
輌に装着可能な種々の油圧アクチュエータのうちで前記作業車輌の付加機能を担う付加機
能グループに属する付加機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する付加機能バルブ
ブロックであって、作動油を受け入れる付加機能受入ポート及び当該付加機能バルブブロ
ックに収容されたバルブによって作動制御される付加機能油圧アクチュエータに対する付
加機能中継ポートが設けられた付加機能バルブブロックとを備え、前記第１及び第２領域
にはそれぞれ前記主要機能バルブブロック及び前記付加機能バルブブロックが直接又は間
接的に装着可能とされており、前記主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によ
って、前記共通油源から前記主要機能受入ポートに供給された作動油が前記主要機能中継
ポートを介して当該主要機能バルブブロックに収容されているバルブによって作動制御さ
れる主要機能油圧アクチュエータに供給される状態が現出され、前記付加機能バルブブロ
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ックの前記第２領域への装着によって、前記共通油源から前記主要機能受入ポートに供給
された作動油の一部が前記付加機能受入ポートに流入され、且つ、前記付加機能受入ポー
トに流入された作動油が前記付加機能中継ポートを介して当該付加機能バルブブロックに
収容されているバルブによって作動制御される付加機能油圧アクチュエータに供給される
状態が現出されるように構成された油圧アクチュエータ作動油路構造を提供する。
【００２２】
　本発明に係る油圧アクチュエータ作動油路構造においては、前記主要機能油圧アクチュ
エータは、前記作業車輌における駆動輪の駆動速度を無段変速する油圧無段変速装置、前
記駆動輪の駆動方向を切り換える油圧前後進切換装置、及び、前記駆動輪の駆動を係脱さ
せる油圧走行クラッチ装置を含み得る。
【００２３】
　本発明に係る油圧アクチュエータ作動油路構造においては、前記付加機能油圧アクチュ
エータは、前記作業車輌における駆動輪に制動力を付加する油圧ブレーキ装置、及び、前
記作業車輌における前輪及び後輪の一方のみを駆動する二駆状態と前記前輪及び後輪の双
方を駆動する四駆状態とを切り換える油圧二駆／四駆切換装置を含み得る。
【００２４】
　本発明に係る油圧アクチュエータ作動油路構造においては、前記主要機能バルブブロッ
クは、さらに、前記主要機能受入ポートに供給された作動油の少なくとも一部を取り出す
取出ポートを有し得る。
　この場合、前記主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油
源から前記主要機能受入ポートに供給された作動油の一部が前記取出ポートを介して前記
作業車輌に備えられるＰＴＯ切換弁及び油圧ＰＴＯクラッチ装置に供給される状態が現出
される。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明に係る油圧アクチュエータ作動油路形成方法によれば、作業車輌の一構成要素で
あるハウジングの外表面に第１及び第２領域を有するバルブブロック装着面を形成し、仕
様に応じて実際に装備される油圧アクチュエータのうち主要機能グループに属する油圧ア
クチュエータの為のバルブを前記第１領域に直接又は間接的に装着可能な主要機能バルブ
ブロックに集約し、仕様に応じて実際に装備される油圧アクチュエータのうち付加機能グ
ループに属する油圧アクチュエータが存在する場合には当該油圧アクチュエータの為のバ
ルブを前記第２領域に直接又は間接的に装着可能な付加機能バルブブロックに集約し、前
記バルブブロックを前記バルブブロック装着面の対応領域に装着することによって、実際
に装備される油圧アクチュエータが共通油源からの作動油によって作動可能に流体接続さ
れるように構成したので、装備される油圧アクチュエータが異なる複数種類の作業車輌間
において前記ハウジングの可及的な共用化を図ることができる。
【００２６】
　本発明の第１態様に係る油圧アクチュエータ作動油路構造によれば、第１及び第２領域
を含むバルブブロック装着面が外表面に設けられたハウジングと、作業車輌の主要機能を
担う主要機能グループに属する主要機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容する主要
機能バルブブロックであって、共通油源からの作動油を受け入れる主要機能受入ポート及
び当該主要機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される主要機能油圧
アクチュエータに対する主要機能中継ポートが設けられた主要機能バルブブロックとを備
え、前記第１領域は前記主要機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされる一
方で、前記第２領域は付加機能グループに属する付加機能油圧アクチュエータの為のバル
ブを収容する付加機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされており、
前記主要機能バルブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油源から前記主
要機能受入ポートに供給された作動油が前記主要機能中継ポートを介して当該主要機能バ
ルブブロックに収容されているバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチュエー
タに供給される状態が現出されるので、装備される油圧アクチュエータが異なる複数種類
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の作業車輌間において前記ハウジングの可及的な共用化を図ることができる。
【００２７】
　また、本発明の第２態様に係る油圧アクチュエータ作動油路構造によれば、第１及び第
２領域を含むバルブブロック装着面が外表面に設けられたハウジングと、作業車輌の主要
機能を担う主要機能グループに属する主要機能油圧アクチュエータの為のバルブを収容す
る主要機能バルブブロックであって、共通油源からの作動油を受け入れる主要機能受入ポ
ート及び当該主要機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御される主要機
能油圧アクチュエータに対する主要機能中継ポートが設けられた主要機能バルブブロック
と、前記作業車輌の付加機能を担う付加機能グループに属する付加機能油圧アクチュエー
タの為のバルブを収容する付加機能バルブブロックであって、作動油を受け入れる付加機
能受入ポート及び当該付加機能バルブブロックに収容されたバルブによって作動制御され
る付加機能油圧アクチュエータに対する付加機能中継ポートが設けられた付加機能バルブ
ブロックとを備え、前記第１及び第２領域はそれぞれ前記主要機能バルブブロック及び前
記付加機能バルブブロックが直接又は間接的に装着可能とされており、前記主要機能バル
ブブロックの前記第１領域への装着によって、前記共通油源から前記主要機能受入ポート
に供給された作動油が前記主要機能中継ポートを介して当該主要機能バルブブロックに収
容されているバルブによって作動制御される主要機能油圧アクチュエータに供給される状
態が現出され、前記付加機能バルブブロックの前記第２領域への装着によって、前記共通
油源から前記主要機能受入ポートに供給された作動油の一部が前記付加機能受入ポートに
流入され、且つ、前記付加機能受入ポートに流入された作動油が前記付加機能中継ポート
を介して当該付加機能バルブブロックに収容されているバルブによって作動制御される付
加機能油圧アクチュエータに供給される状態が現出されるので、装備される油圧アクチュ
エータが異なる複数種類の作業車輌間において前記ハウジングの可及的な共用化を図るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、第１仕様に応じた組み合わせの油圧アクチュエータが装備された第１例
に係る作業車輌の伝動模式図である。
【図２】図２は、前記第１例に係る作業車輌の油圧回路図である。
【図３】図３は、第２仕様に応じた組み合わせの油圧アクチュエータが装備された第２例
に係る作業車輌の伝動模式図である。
【図４】図４は、前記第２例に係る作業車輌の油圧回路図である。
【図５】図５は、第３仕様に応じた組み合わせの油圧アクチュエータが装備された第３例
に係る作業車輌の伝動模式図である。
【図６】図６は、前記第３例に係る作業車輌の油圧回路図である。
【図７】図７は、前記第１～第３例に係る作業車輌に共用可能とされたミッションケース
であって、前記油圧アクチュエータのバルブを収容するバルブブロックが装着されるハウ
ジングとして作用するミッションケースの部分斜視図である。
【図８】図８は、前記第１例に係る作業車輌におけるハウジング及び主要機能バルブブロ
ックの分解斜視図である。
【図９】図９は、前記第１例に係る作業車輌における主要機能バルブブロックの断面図で
ある。
【図１０】図１０は、前記第１～第３例に係る作業車輌に装備され得る作業機の姿勢制御
用油圧アクチュエータの油圧回路図である。
【図１１】図１１は、前記第２例に係る作業車輌におけるハウジング及び主要機能バルブ
ブロックの分解斜視図である。
【図１２】図１２は、前記第２例に係る作業車輌における主要機能バルブブロックの断面
図である。
【図１３】図１３は、前記第２例に係る作業車輌におけるハウジング及び付加機能バルブ
ブロックの分解斜視図である。
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【図１４】図１４は、前記第２例に係る作業車輌における付加機能バルブブロックの断面
図である。
【図１５】図１５は、前記第３例に係る作業車輌におけるハウジング及び主要機能バルブ
ブロックの分解斜視図である。
【図１６】図１６は、前記第３例に係る作業車輌におけるハウジング、主要機能バルブブ
ロック及び付加機能バルブブロックを前記バルブブロック装着面と平行な方向に沿って視
た部分端面図である。
【図１７】図１７は、前記第３例に係る作業車輌に備えられる主要機能バルブブロックに
おける第１バルブブロックの断面図である。
【図１８】図１８は、前記第３例に係る作業車輌に備えられる主要機能バルブブロックに
おける第２バルブブロックの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明に係る油圧アクチュエータ作動油路形成方法の好ましい実施の形態につい
て、添付図面を参照しつつ説明する。
【００３０】
　本実施の形態に係る油圧アクチュエータ作動油路形成方法は、装備される油圧アクチュ
エータの組み合わせが仕様に応じて異なるものとされた複数種類の作業車輌間において、
前記油圧アクチュエータの作動制御を行うバルブが集約されたバルブブロックを支持する
ミッションケース等のハウジングの可及的な部品共用化を可能とするものである。
【００３１】
　本実施の形態に係る油圧アクチュエータ作動油路形成方法においては、仕様に応じて選
択的に装備される油圧アクチュエータが作業車輌の主要機能を担う主要機能グループと付
加機能を担う付加機能グループとに区分けされる。
【００３２】
　前記主要機能グループには、駆動輪の駆動状態を変更する為の走行系油圧アクチュエー
タが区分けされる。
　具体的には、駆動輪の駆動速度を無段変速する油圧無段変速装置、駆動輪の駆動方向を
正逆に切り換える油圧前後進切換装置、及び／又は、駆動輪の駆動の係脱を切り換える油
圧走行クラッチ装置が前記主要機能グループに含まれる。
【００３３】
　前記付加機能グループには、前記主要機能グループに区分けされない走行系油圧アクチ
ュエータが区分けされる。
　具体的には、駆動輪に選択的に制動力を付加する油圧ブレーキ装置、及び、主駆動輪の
みを駆動する二駆状態と前記主駆動輪に加えて副駆動輪も駆動する四駆状態とを切り換え
る油圧二駆／四駆切換装置が前記付加機能グループに含まれる。
【００３４】
　ここで、前記油圧アクチュエータの組み合わせが異なる複数種類の作業車輌の具体例に
ついて説明する。
【００３５】
　図１及び図２に、それぞれ、第１例に係る作業車輌１の伝動模式図及び油圧回路図を示
す。
　図３及び図４に、それぞれ、第２例に係る作業車輌２の伝動模式図及び油圧回路図を示
す。
　図５及び図６に、それぞれ、第３例に係る作業車輌３の伝動模式図及び油圧回路図を示
す。
　なお、図中、同一部材には同一符号を付している。
【００３６】
　図１及び図２に示すように、第１例に係る作業車輌１は、エンジン等の駆動源１０と、
左右一対の前輪１５及び左右一対の後輪１８と、前記駆動源１０から駆動輪（図示の形態
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においては後輪１８）へ至る走行伝動経路に介挿された前記油圧走行クラッチ装置２０、
機械式主変速装置３０及び機械式副変速装置３５と、前記機械式副変速装置３５から作動
的に回転動力を入力する走行系出力軸４０と、前記一対の後輪１８にそれぞれ回転動力を
作動伝達する左右一対の後車軸１７と、前記走行系出力軸４０から作動的に作動的に入力
される回転動力を前記一対の後車軸１７に差動伝達する後輪側差動装置４５とを備えてい
る。
【００３７】
　即ち、前記第１例に係る作業車輌１は、前記主要機能グループに属する油圧アクチュエ
ータとして前記油圧走行クラッチ装置２０を備える一方で、前記付加機能グループに属す
る油圧アクチュエータを備えない仕様（以下、第１仕様という）とされている。
【００３８】
　なお、前記第１例においては、前記機械式主変速装置３０は、正転方向（前進方向）の
変速段に加えて逆転方向（後進方向）の変速段を有するものとされている。
【００３９】
　図１及び図２に示すように、前記第１例に係る作業車輌１は、さらに、外部に回転動力
を出力するＰＴＯ軸１００と、前記駆動源１０からＰＴＯ軸１００へ至るＰＴＯ伝動経路
に介挿された油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０と、前記ＰＴＯ伝動経路に介挿されたＰＴＯ
変速装置１２０とを備えている。
【００４０】
　図３及び図４に示すように、第２例に係る作業車輌２は、前記駆動源１０と、前記一対
の前輪１５及び前記一対の後輪１８と、前記主駆動輪伝動経路に介挿された前記油圧無段
変速装置５０、前記油圧前後進切換装置６０及び前記機械式副変速装置３５と、前記機械
式副変速装置３５から作動的に回転動力を入力する前記走行系出力軸４０と、前記左右一
対の後車軸１７と、前記後輪側差動装置４５と、前記一対の後車軸１７にそれぞれ選択的
に制動力を付加し得る前記油圧ブレーキ装置７０と、前記副駆動輪伝動経路に介挿された
前記油圧二駆／四駆切換装置８０と、前記一対の前輪１５にそれぞれ回転動力を作動伝達
する左右一対の前車軸１４と、前記油圧二駆／四駆切換装置８０から作動的に入力される
回転動力を前記一対の前車軸に差動伝達する前輪側差動装置８５とを備えている。
【００４１】
　即ち、前記第２例に係る作業車輌２は、前記主要機能グループに属する油圧アクチュエ
ータとして前記油圧無段変速装置８０及び前記油圧前後進切換装置６０を備え、且つ、前
記付加機能グループに属する油圧アクチュエータとして前記油圧ブレーキ装置７０及び前
記油圧二駆／四駆切換装置８０を備えた仕様（以下、第２仕様という）とされている。
【００４２】
　なお、前記第２例においては、前述の通り、動力伝達方向を正逆切換可能な前記油圧前
後進切換装置６０が前記主駆動輪伝動経路に介挿されている為、前記油圧無段変速装置５
０は、回転方向一方側においてのみ無段変速するように構成される。
【００４３】
　前記油圧前後進切換装置６０は、車輌前進時に係合状態とされる前進用油圧クラッチ６
１と、車輌後進時に係合状態とされる後進用油圧クラッチ６２とを有している。
【００４４】
　前記油圧二駆／四駆切換装置８０は、主駆動輪（前記第２例においては後輪１８）のみ
を駆動する二駆状態、副駆動輪（前記第２例においては前輪１５）を主駆動輪と同速度で
駆動する通常四駆状態、及び、副駆動輪を主駆動輪より高速で駆動する増速四駆状態を選
択的に現出させるように構成されている。
【００４５】
　詳しくは、図３及び図４に示すように、前記油圧二駆／四駆切換装置８０は、通常四駆
用油圧クラッチ８１と、増速四駆用油圧クラッチ８２とを有している。
【００４６】
　前記油圧ブレーキ装置７０は、一対の後車軸１７の一方に制動力を付加し得る第１油圧
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ブレーキ７０ａと、一対の後車軸１７の他方に制動力を付加し得る第２油圧ブレーキ７０
ｂとを有している。
【００４７】
　また、図３及び図４に示すように、前記第２例に係る作業車輌も、前記ＰＴＯ軸１００
、前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０及び前記ＰＴＯ変速装置１２０を備えている。
【００４８】
　図５及び図６に示すように、第３例に係る作業車輌３は、前記駆動源１０と、前記一対
の前輪１５及び前記一対の後輪１８と、前記駆動源１０から主駆動輪（図示の例において
は前記一対の後輪１８）へ至る主駆動輪伝動経路に介挿された前記油圧前後進切換装置６
０、前記機械式主変速装置３０及び前記機械式副変速装置３５と、前記機械式副変速装置
３５から作動的に回転動力を入力する前記走行系出力軸４０と、前記左右一対の後車軸１
７と、前記後輪側差動装置４５と、前記一対の後車軸１７にそれぞれ選択的に制動力を付
加し得る前記油圧ブレーキ装置７０と、前記走行系出力軸４０から副駆動輪（図示の例に
おいては前記一対の前輪１５）へ至る副駆動輪伝動経路に介挿された前記油圧二駆／四駆
切換装置８０と、前記一対の前輪１５にそれぞれ回転動力を作動伝達する左右一対の前車
軸１４と、前記前輪側差動装置８５とを備えている。
【００４９】
　即ち、前記第３例に係る作業車輌３は、前記主要機能グループに属する油圧アクチュエ
ータとして前記油圧前後進切換装置６０を備え、且つ、前記付加機能グループに属する油
圧アクチュエータとして前記油圧ブレーキ装置７０及び前記油圧二駆／四駆切換装置８０
を備えた仕様（以下、第３仕様という）とされている。
【００５０】
　なお、前記第３例においては、前述の通り、動力伝達方向を正逆切換可能な前記油圧前
後進切換装置６０が前記主駆動輪伝動経路に介挿されている為、前記機械式主変速装置３
０は、回転方向一方側の変速段のみを有するものとされる。
【００５１】
　また、図５及び図６に示すように、前記第３例に係る作業車輌３も、前記ＰＴＯ軸１０
０、前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０及び前記ＰＴＯ変速装置１２０を備えている。
【００５２】
　本実施の形態に係る油圧アクチュエータ作動油路形成方法は下記構成を備えることによ
って、装備される油圧アクチュエータの組み合わせが異なる前記第１～第３例に係る作業
車輌１～３に対し、ミッションケース等のハウジングの可及的な部品共用化を図り得るよ
うになっている。
【００５３】
　図７に、前記第１～第３例に係る作業車輌１～３に共用可能とされたハウジングとして
用いられるリヤハウジング１５０の部分斜視図を示す。
　前記リアハウジング１５０には前記差動装置４５が収容され、前記ＰＴＯ軸１００が支
持されており、前述の仕様に応じて、油圧走行クラッチ装置２０、油圧無段変速装置５０
、油圧前後進切換装置６０のうちの対応する一又は複数の装置が組み込まれる。
　前記リアハウジング１５０の前端面１５０ａに連接されるフロントハウジング(図示せ
ず)には、前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０、前記ＰＴＯ変速装置１２０及び前記機械
式副変速装置３５が収容され、前述の仕様に応じて、前記機械式主変速装置３０、前記油
圧前後進切換装置６０のうちの対応する一又は複数の装置、及び、前記油圧二駆／四駆切
換装置８０が組み込まれる。
【００５４】
　図７に示すように、前記リヤハウジング１５０は、第１領域１６１及び第２領域１６２
を含むバルブ装着面１６０を有している。
　なお、図７に示す例においては、前記作業車輌１～３に備えられるミッションケースの
一部が前記リヤハウジング１５０として機能しており、前記バルブ装着面１６０は、前記
ミッションケースにおけるアクスルケース連結面１５５に隣接した一方側の側面に設けら
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れている。
　前記リアハウジング１５０を製造する際には、バルブ装着面として機能する前記第１領
域１６１の外表面が機械加工されると共に、その仕様に応じてバルブ装着面として機能さ
せる場合にのみ第２領域１６１の外表面に対する機械加工の工程が追加される。
【００５５】
　前記第１～第３例に係る作業車輌１～３は、前記第１及び第２領域１６１、１６２を含
む前記バルブ装着面１６０を備えた前記リヤハウジング１５０を用いる点においては共通
する一方で、前記バルブ装着面１６０及び前記リヤハウジング１５０の周壁に形成する具
体的な油路構造については、後述する前記ハウジング側受入ポート１７５Ｐ及びそれに流
体接続された下記ＰＴＯ供給油路１８０は共用とし、それ以外は仕様形態に応じて異なっ
ている。
【００５６】
　前記第１領域１６１には、前記主要機能グループに属する油圧アクチュエータの作動制
御を司るバルブが収容されたバルブブロック（以下、主要機能バルブブロックという）が
装着される。
【００５７】
　詳しくは、前記主要機能バルブブロックに収容されるバルブの種類及び前記主要機能バ
ルブブロックに形成される油路は前記作業車輌の仕様毎に異なるものとされ、前記第１領
域に設けられるポート及び前記リヤハウジングの周壁に形成される油路も前記作業車輌の
仕様毎に異なるものとされる。
【００５８】
　前記付加機能グループに属する油圧アクチュエータが装備される場合には、前記第２領
域１６２に、装備される前記付加機能グループの油圧アクチュエータの作動制御を司るバ
ルブが収容されたバルブブロック（以下、付加機能バルブブロックという）が装着される
。
【００５９】
　詳しくは、前記付加機能バルブブロックに収容さえるバルブの種類及び前記付加機能バ
ルブブロックに形成される油路は前記作業車輌の仕様毎に異なるものとされ、前記第２領
域に設けられるポート及び前記リヤハウジングの周壁に形成される油路も前記作業車輌の
仕様毎に異なるものとされる
【００６０】
　なお、前記付加機能グループに属する油圧アクチュエータが装備されない場合には、前
記バルブ装着面１６０の第２領域１６２はポートが設けられていない閉鎖面（図７に示す
状態）とされる。
【００６１】
　ここで、前記第１例～第３例に係る作業車輌１～３において用いられる主要機能バルブ
ブロック及び付加機能バルブブロックの詳細構造について説明する。
【００６２】
　まず、前記第１例に係る作業車輌１において用いられるバルブブロックについて説明す
る。
　図８に、前記第１例に係る作業車輌１におけるリヤハウジング１５０（１）及び主要機
能バルブブロック２００（１）の分解斜視図を示す。
　図９に、前記第１例に係る作業車輌１における主要機能バルブブロック２００（１）の
断面図を示す。
【００６３】
　前述の通り、前記第１例に係る作業車輌１は、前記主要機能グループに属する油圧アク
チュエータとして前記油圧走行クラッチ装置２０を備える一方で、前記付加機能グループ
に属する油圧アクチュエータを備えない第１仕様とされている（図１及び図２参照）。
【００６４】
　従って、前記第１例に係る作業車輌１は、主要機能バルブブロック２００（１）を有す
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るものの、付加機能バルブブロックは有さないものとされている。
【００６５】
　前記主要機能バルブブロック２００（１）は、ボルト等の締結部材２０５によって前記
第１領域１６１に着脱可能に装着される。
【００６６】
　前記第１仕様において用いられる主要機能バルブブロック２００（１）には、図２、図
８及び図９に示すように、一端部が外表面に開口して油源からの作動油を受け入れる受入
ポート２１０Ｐを形成するメイン油路２１０と、前記メイン油路２１０の油圧を設定する
メインリリーフ弁２１５と、一端部が外表面に開口して前記油圧走行クラッチ装置２０に
対する中継ポート２２０Ｐを形成する給排油路２２０と、一端部が外表面に開口してドレ
ンポート２２５Ｐを形成するドレン油路２２５と、前記給排油路２２０を前記メイン油路
２１０及び前記ドレン油路２２５に選択的に接続するインチング弁２３０と、一端部が前
記メインリリーフ弁２１５の二次側に流体接続され且つ他端部が外表面に開口して前記油
圧走行クラッチ装置２０に対する潤滑油ポート２３５Ｐを形成する潤滑油路２３５と、前
記給排油路２２０の油圧に応じて潤滑流量を制御するように前記潤滑油路２３５に介挿さ
れた潤滑供給弁２４０と、前記潤滑油路２３５の油圧を設定する潤滑リリーフ弁２４５と
が設けられている。
【００６７】
　本実施の形態においては、図８に示すように、前記受入ポート２１０Ｐ、前記中継ポー
ト２２０Ｐ及び前記潤滑油ポート２３５Ｐは前記主要機能バルブブロック２００（１）の
外端面に開口される一方で、前記ドレンポート２２５Ｐは前記主要機能バルブブロック２
００（１）の内端面（前記第１領域１６１に装着される装着面）に開口されている。
【００６８】
　前記受入ポート２１０Ｐには油源からの作動油を供給するメイン供給ライン５１０（図
２参照）の一部を形成する配管が接続され、前記中継ポート２２０Ｐには前記油圧走行ク
ラッチ装置２０に対する作動油給排ライン５２０（図２参照）の一部を形成する配管が接
続され、前記潤滑油ポート２３５Ｐには前記油圧走行クラッチ装置２０に対する潤滑油供
給ライン５３０（図２参照）の一部を形成する配管が接続される。
【００６９】
　一方、前記ドレンポート２２５Ｐは前記リヤハウジング１５０（１）の内部油路に接続
される。
　即ち、前記リヤハウジング１５０（１）には、一端部が前記ドレンポート２２５Ｐに流
体接続されるように前記第１領域１６１に開口してタンクポート１７０Ｐを形成し且つ他
端部が前記リヤハウジング１５０（１）の内部空間に開口されたタンク油路１７０が形成
されている。
【００７０】
　前述の通り、前記第１例に係る作業車輌１は前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０を有し
ており、前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０への作動油は、図２に示すように、前記主要
機能バルブブロック２００（１）を介して供給されるように構成されている。
【００７１】
　即ち、図２に示すように、前記主要機能バルブブロック２００（１）には、前記受入ポ
ート２１０Ｐに流入する作動油の一部を当該バルブブロック２００（１）の外部へ取り出
す為の取出油路２５０が形成されている。
【００７２】
　詳しくは、前記取出油路２５０は、図２及び図９に示すように、一端部が前記メイン油
路２１０に流体接続され且つ他端部が前記装着面に開口して装着面取出ポート２５０Ｐを
形成している。
【００７３】
　そして、前記リヤハウジング１５０（１）には、図２及び図８に示すように、一端部が
前記装着面取出ポート２５０Ｐに流体接続されるように前記第１領域１６１（１）に開口
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したハウジング側受入ポート１７５Ｐと、一端部が前記ハウジング側受入ポート１７５Ｐ
に流体接続されたＰＴＯ供給油路１８０とが設けられている。前記ＰＴＯ供給油路１８０
の他端部は、前記リアハウジング１５０（１）の前端面１５０ａに開口されている。
　前記リヤハウジング１５０（１）の前端面に連結される図外のフロントハウジングには
、互いに接合される前記フロントハウジングの後端面及び前記リヤハウジング１５０（１
）の前端面を介して前記ＰＴＯ供給油路１８０の他端部に流体接続され、前記油圧ＰＴＯ
クラッチ装置１１０に対して作動油を給排するＰＴＯ給排油路１９０と、ＰＴＯドレン油
路１８５と、前記ＰＴＯ給排油路１９０を前記ＰＴＯ供給油路１８０及び前記ＰＴＯドレ
ン油路１８５に選択的に接続するＰＴＯ切換弁１９５とが設けられている。
【００７４】
　本実施の形態においては、前記作業車輌１には、当該作業車輌１に備えられる種々の油
圧アクチュエータの油源として作用する油圧ポンプが備えられている。
【００７５】
　図２に示すように、前記作業車輌１は、前記駆動源１０によって作動的に駆動される第
１及び第２油圧ポンプ５０１、５０２を有している。
【００７６】
　前記第１油圧ポンプ５０１は、前記作業車輌１に備えられる油圧パワーステアリング装
置５５０、前記主要機能グループの油圧アクチュエータ及び前記油圧ＰＴＯクラッチ装置
１１０の共通油源として作用する。
【００７７】
　詳しくは、図２に示すように、前記第１油圧ポンプ５０１は、吸引側が油タンク５０５
に流体接続され且つ吐出側が前記油圧パワーステアリング装置５５０に流体接続されてい
る。
　そして、前記油圧パワーステアリング装置５５０からの戻り油が前記メイン供給ライン
５１０の一部を形成する配管を介して前記受入ポート２１０Ｐに供給されている。
【００７８】
　一方、前記第２油圧ポンプ５０２は、前記作業車輌１に付設されるフロントローダや耕
耘機等の作業機の姿勢制御を行う姿勢制御油圧アクチュエータの油源として作用している
。
【００７９】
　詳しくは、図２に示すように、前記第２油圧ポンプ５０２は、吸引側が前記油タンク５
０５に流体接続され且つ吐出側が姿勢制御用油圧回路６００に流体接続されている。
【００８０】
　図１０に、前記姿勢制御用油圧回路６００の回路図を示す。
　図２及び図１０に示すように、前記第２油圧ポンプ５０２の吐出側は、姿勢制御メイン
供給ライン６０５の一部を形成する配管を介して前記姿勢制御用油圧回路の受入ポート６
００Ｐに流体接続されている。
【００８１】
　図２及び図１０に示すように、前記姿勢制御メイン供給ライン６０５はリリーフ弁６１
０によって油圧が設定されており、前記リリーフ弁６１０のリリーフ油は、潤滑油リリー
フ弁６１５によって調圧された状態で潤滑ライン１１１を介して前記油圧ＰＴＯクラッチ
装置１１０へ潤滑油として供給される。
【００８２】
　前記姿勢制御用油圧回路６００は、フロントローダ用油圧シリンダ６２０、前記作業車
輌１の後部に付設されるロータリー等の作業機の水平制御用油圧シリンダ６３０及び前記
作業機の昇降用油圧シリンダ６４０に対する作動油の給排制御を行えるように構成されて
いる。
【００８３】
　詳しくは、前記姿勢制御用油圧回路６００は、図１０に示すように、前記フロントロー
ダ用油圧シリンダ６２０に対する作動油の給排を切り換える切換弁６２１と、前記フロン
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トローダ用油圧シリンダ６２１からの戻り油を前記水平制御用油圧シリンダ６３０及び前
記昇降用油圧シリンダ６４０へ分流する分流弁６２５と、前記分流弁６２５によって分流
された前記フロントローダ用油圧シリンダ６２０からの戻り油の一部が供給される水平制
御用油圧ライン６３１と、前記水平制御用油圧ライン６３１に介挿された切換弁６３２と
、前記分流弁６２５によって分流された前記戻り油の残りが供給される昇降制御用油圧ラ
イン６４１と、前記昇降制御用油圧ライン６４１に介挿された電磁昇降バルブ６５０、下
降防止バルブ６７０及びスローリターンバルブ６７５と、前記昇降制御用油圧ライン６４
１の中立時に圧力を逃がすアンロード弁６４５とを有している。
【００８４】
　本実施の形態においては、図１０に示すように、前記下降防止バルブ６７０は、チェッ
ク弁を内蔵した大流量対応型の電磁弁とされており、これにより、従来の下降防止バルブ
に比して、構造簡略化を図っている。
【００８５】
　即ち、前記昇降制御用油圧ライン６４１に介挿される従来の下降防止バルブは、チェッ
クバルブと前記チェックバルブの作動位置制御を行うパイロット電磁弁とを備えており、
これらを接続する為の油路も必要であった。
【００８６】
　これに対し、チェック弁を内蔵した大流量対応型の電磁弁によって前記下降防止バルブ
６７０を形成することによって、従来構成に比して、大幅な構造簡略化を図ることができ
、これにより、低コスト化が可能となる。
【００８７】
　次に、前記第２例に係る作業車輌２において用いられるバルブブロックについて説明す
る。
　なお、前記第１例に係る作業車輌１において用いられるバルブブロックにおけると同一
部材には同一符号を付す。
【００８８】
　図１１に、前記第２例に係る作業車輌２におけるリヤハウジング１５０（２）及び主要
機能バルブブロック２００（２）の分解斜視図を示す。
　図１２に、前記主要機能バルブブロック２００（２）の断面図を示す。
　また、図１３に、前記第２例に係る作業車輌におけるリヤハウジング１５０（２）及び
付加機能バルブブロック３００（２）の分解斜視図を示す。
　図１４に、前記付加機能バルブブロック３００（２）の断面図を示す。
【００８９】
　前述の通り、前記第２例に係る作業車輌２は、前記主要機能グループに属する油圧アク
チュエータとして前記油圧無段変速装置５０及び前記油圧前後進切換装置６０を備え、且
つ、前記付加機能グループに属する油圧アクチュエータとして前記油圧ブレーキ装置７０
及び前記油圧二駆／四駆切換装置８０を備えた第２仕様とされている（図３及び図４参照
）。
【００９０】
　従って、前記第２例に係る作業車輌１は、図２に示すように、主要機能バルブブロック
２００（２）に加えて付加機能バルブブロック３００（２）を有している。
【００９１】
　まず、主要機能バルブブロック２００（２）について説明する。
　前記第２仕様において用いられる主要機能バルブブロック２００（２）には、図４、図
１１及び図１２に示すように、一端部が外表面に開口して油源からの作動油を受け入れる
受入ポート２１０Ｐを形成するメイン油路２１０と、前記メイン油路２１０の油圧を設定
するメインリリーフ弁２１５と、一端部が前記メイン油路２１０に流体接続され且つ他端
部が外表面に開口してバルブブロック側サーボ中継ポート２６０Ｐを形成するバルブブロ
ック側サーボ油路２６０と、一端部が前記メインリリーフ弁２１５の二次側に流体接続さ
れ且つ他端部が外表面に開口してバルブブロック側チャージ中継ポート２６５Ｐを形成す
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るバルブブロック側チャージ油路２６５と、一端部が外表面に開口してドレンポート２２
５Ｐを形成するドレン油路２２５と、一端部が外表面に開口してバルブブロック側前進用
中継ポート２７０Ｐを形成するバルブブロック側前進用給排油路２７０と、一端部が外表
面に開口してバルブブロック側後進用中継ポート２７５Ｐを形成するバルブブロック側後
進用給排油路２７５と、前記バルブブロック側前進用給排油路２７０及び前記バルブブロ
ック側後進用給排油路２７５の前記メイン油路２１０及び前記ドレン油路２２５に対する
接続状態の切換を行う電磁弁２８０、２８１、２８２とが設けられている。
【００９２】
　本実施の形態においては、図１１に示すように、前記受入ポート２１０Ｐ、前記バルブ
ブロック側サーボ中継ポート２６０Ｐ「及び前記バルブブロック側チャージ中継ポート２
６５Ｐは前記主要機能バルブブロック２００（２）の外端面に開口される一方で、前記バ
ルブブロック側前進用中継ポート２７０Ｐ、前記バルブブロック側後進用中継ポート２７
５Ｐ及び前記ドレンポート２２５Ｐは前記主要機能バルブブロック２００（２）の内端面
（前記第１領域１６１に装着される装着面）に開口されている。
【００９３】
　図４に示すように、前記受入ポート２１０Ｐには前記メイン供給ライン５１０の一部を
形成する配管が接続される。
　前記バルブブロック側サーボ中継ポート２６０Ｐには前記油圧無段変速装置５０を変速
操作する油圧サーボ機構５５に作動油を供給するサーボライン５６０の一部を形成する配
管が接続される。
　前記バルブブロック側チャージ中継ポート２６５Ｐには前記油圧無段変速装置５０に作
動油を補給する為のチャージライン５６５の一部を形成する配管が接続される。
【００９４】
　一方、前記バルブブロック側前進用中継ポート２７０Ｐ、前記バルブブロック側後進用
中継ポート２７５Ｐ及び前記ドレンポート２２５Ｐは前記リヤハウジング１５０（２）の
内部油路に接続される。
【００９５】
　即ち、図４に示すように、前記リヤハウジング１５０（２）には、ハウジング側前進用
給排油路７１０、ハウジング側後進用給排油路及び前記タンク油路１７０が形成されてい
る。
【００９６】
　図４及び図１１に示すように、前記ハウジング側前進用給排油路７１０は、一端部が前
記バルブブロック側前進用中継ポート２７０Ｐに流体接続されるように第１領域１６１に
開口してハウジング側前進用中継ポート７１０Ｐを形成し且つ他端部が前記油圧前後進切
換装置６０の前進クラッチ６１に流体接続されている。
【００９７】
　前記ハウジング側後進用給排油路７２０は、一端部が前記バルブブロック側後進用中継
ポート２７５Ｐに流体接続されるように第１領域１６１に開口してハウジング側後進前進
用中継ポート７２０Ｐを形成し且つ他端部が前記油圧前後進切換装置６０の後進クラッチ
６２に流体接続されている。
【００９８】
　前記タンク油路１７０は、一端部が前記ドレンポート２２５Ｐに流体接続されるように
前記第１領域１６１に開口してタンクポート１７０Ｐを形成し且つ他端部が前記リヤハウ
ジング１５０（２）の内部空間に開口されている。
【００９９】
　なお、本実施の形態においては、図１２に示すように、前記主要機能バルブブロック２
００（２）には、前記電磁弁２８０～２８２を収容可能な油溜め空間２８５が形成されて
おり、前記油溜め空間２８５が前記ドレンポート１７０Ｐに連通されている。
　前記主要機能バルブブロック２００（２）の一側面にはコネクタＣａ（図１１及び図１
２参照）が設けられ、前記コネクタＣａには前記電磁弁２８０～２８２の各々のコイルが
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接続されている。前記作業車輌１に装備されたコントローラがハーネス及び前記コネクタ
Ｃａを介して前記電磁弁２８０～２８２の各々に電気的に接続されており、これにより、
電磁弁２８０～２８２が前記コントローラによって作動制御されるようになっている。
【０１００】
　図４等に示すように、前記第２例に係る作業車輌２も前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１
０を有している。
　従って、図４及び図１２に示すように、前記第２仕様において用いられる主要機能バル
ブブロック２００（２）にも前記取出油路２５０が形成されており、前記装着面取出ポー
ト２５０Ｐから取り出される作動油が前記油圧ＰＴＯクラッチ装置１１０へ供給される。
【０１０１】
　次に、前記付加機能バルブブロック３００（２）について説明する。
　前記第２仕様において用いられる付加機能バルブブロック３００（２）には、図４、図
１３及び図１４に示すように、一端部が外表面に開口して油源５０１からの作動油を受け
入れる付加機能受入ポート３１０Ｐを形成する付加機能メイン油路３１０と、一端部が外
表面に開口してドレンポート３２５Ｐを形成するドレン油路３２５と、一端部が外表面に
開口して通常四駆用中継ポート３３０Ｐを形成するバルブブロック側通常四駆用油路３３
０と、一端部が外表面に開口して増速四駆用中継ポート３３５Ｐを形成するバルブブロッ
ク側増速四駆用油路３３５と、一端部が外表面に開口して第１ブレーキ用中継ポート３４
０Ｐを形成するバルブブロック側第１ブレーキ用油路３４０と、一端部が外表面に開口し
て第２ブレーキ用中継ポート３４５Ｐを形成するバルブブロック側第２ブレーキ用油路３
４５と、一端部が外表面に開口してドレンポート３２５Ｐを形成するドレン油路３２５と
、前記バルブブロック側通常四駆用油路３３０を前記付加機能メイン油路３１０及び前記
ドレン油路３２５に選択的に接続する通常四駆用電磁弁３３１と、前記バルブブロック側
増速四駆用油路３３５を前記付加機能メイン油路３１０及び前記ドレン油路３２５に選択
的に接続する増速四駆用電磁弁３３６と、前記バルブブロック側第１ブレーキ用油路３４
０を前記付加機能メイン油路３１０及び前記ドレン油路３２５に選択的に接続する第１ブ
レーキ用電磁弁３４１と、前記バルブブロック側第２ブレーキ用油路３１５を前記付加機
能メイン油路３１０及び前記ドレン油路３２５に選択的に接続する第２ブレーキ用電磁弁
３４６とが設けられている。
【０１０２】
　本実施の形態においては、図４及び図１４に示すように、前記付加機能受入ポート３１
０Ｐ、前記ドレンポート３２５Ｐ、前記通常四駆用中継ポート３３０Ｐ、前記増速四駆用
中継ポート３３５Ｐ、前記第１ブレーキ用中継ポート３４０Ｐ及び前記第２ブレーキ用中
継ポート３４５Ｐは、前記付加機能バルブブロック３００（２）の内端面（前記第２領域
１６２に装着される装着面）に開口されている。
【０１０３】
　本実施の形態においては、前記付加機能バルブブロック３００（２）の前記付加機能受
入ポート３１０Ｐへは前記主要機能バルブブロック２００（２）の前記取出油路２５０か
ら取り出された作動油の一部が供給されるようになっている。
【０１０４】
　詳しくは、図４及び図１３に示すように、前記リヤハウジング１５０（２）には、前記
フロントハウジングとの接合面として作用する前端面１５０ａに連通油路１６５が形成さ
れている。
　前記連通油路１６５は、一端部が前記ハウジング側受入ポート１７５Ｐに流体接続され
且つ他端部が前記第２領域１６２に開口して、前記付加機能バルブブロック３００（２）
の前記付加機能受入ポート３１０Ｐに流体接続する接続ポート１６５Ｐを形成している。
　本実施の形態においては、前記連通油路１６５の一端部は前記ＰＴＯ供給油路１８０を
介して前記ハウジング側受入ポート１７５Ｐに流体接続されている。
【０１０５】
　また、本実施の形態においては、前記リヤハウジング１５０（２）には、前記ドレンポ
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ート３２５Ｐ、前記通常四駆用中継ポート３３０Ｐ、前記増速四駆用中継ポート３３５Ｐ
、前記第１ブレーキ用中継ポート３４０Ｐ及び前記第２ブレーキ用中継ポート３４５Ｐに
それぞれ流体接続される油路が形成されている。
【０１０６】
　詳しくは、図４及び図１３に示すように、前記リヤハウジング１５０（２）には、一端
部が前記ドレンポート３２５Ｐに流体接続されるように前記第２領域１６２に開口してタ
ンクポート１７６Ｐを形成し且つ他端部が前記リヤハウジング１５０（２）の内部空間に
開口されたタンク油路１７６が形成されている。
【０１０７】
　また、図４及び図１３に示すように、前記リヤハウジング１５０（２）には、さらに、
一端部が前記第２領域１６２に開口されて前記通常四駆用中継ポート３３０Ｐに流体接続
される通常四駆用受入ポート７３０Ｐを形成し且つ他端部が前記通常四駆用油圧クラッチ
８１に流体接続されたハウジング側通常四駆用油路７３０と、一端部が前記第２領域１６
２に開口されて前記増速四駆用中継ポート３３５Ｐに流体接続される増速四駆用受入ポー
ト７３５Ｐを形成し且つ他端部が前記増速四駆用油圧クラッチ８２に流体接続されたハウ
ジング側増速四駆用油路７３５と、一端部が前記第２領域１６２に開口されて前記第１ブ
レーキ用中継ポート３４０Ｐに流体接続される第１ブレーキ用受入ポート７４０Ｐを形成
し且つ他端部が前記第１油圧ブレーキ７０ａに流体接続されたハウジング側第１ブレーキ
用油路７４０と、一端部が前記第２領域１６２に開口されて前記第２ブレーキ用中継ポー
ト３４５Ｐに流体接続される第２ブレーキ用受入ポート７４５Ｐを形成し且つ他端部が前
記第２油圧ブレーキ７０ｂに流体接続されたハウジング側第２ブレーキ用油路７４５とが
形成されている。
【０１０８】
　なお、本実施の形態においては、図１４に示すように、前記付加機能バルブブロック３
００（２）には、前記通常四駆用電磁弁３３１、前記増速四駆用電磁弁３３６、前記第１
ブレーキ用電磁弁３４１及び前記第２ブレーキ用電磁弁３４６を収容可能な油溜め空間３
８５が形成されており、前記油溜め空間３８５が前記３２５Ｐに連通されている。
　前記付加機能ブロック３００（２）の一側面にはコネクタＣｂ（図１３及び図１４参照
）が設けられ、前記コネクタには前記電磁弁３３１、３３６、３４１，３４６の各々のコ
イルが接続されている。前記作業車輌１に装備されたコントローラがハーネス及び前記コ
ネクタＣｂを介して前記電磁弁３３１、３３６、３４１，３４６の各々に電気的に接続さ
れており、これにより、これら電磁弁が前記コントローラによって作動制御されるように
なっている。
【０１０９】
　次に、前記第３例に係る作業車輌３において用いられるバルブブロックについて説明す
る。
　なお、前記第１例及び前記第２例に係る作業車輌１、２において用いられるバルブブロ
ックにおけると同一部材には同一符号を付す。
【０１１０】
　図１５に、前記第３例に係る作業車輌３におけるリヤハウジング１５０（３）及び主要
機能バルブブロック２００（３）の分解斜視図を示す。
　図１６に、前記第３例に係る作業車輌３におけるリヤハウジング１５０（３）、主要機
能バルブブロック２００（３）及び付加機能バルブブロック３００（２）を前記バルブブ
ロック装着面１６０と平行な方向に沿って視た部分端面図を示す。
　さらに、図１７及び図１８に、それぞれ、前記主要機能バルブブロック２００（３）に
おける第１及び第２バルブブロック２０１、２０２の断面図を示す。
【０１１１】
　前述の通り、前記第３例に係る作業車輌３は、前記主要機能グループに属する油圧アク
チュエータとして前記油圧前後進切換装置６０を備え、且つ、前記付加機能グループに属
する油圧アクチュエータとして前記油圧ブレーキ装置７０及び前記油圧二駆／四駆切換装
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置８０を備えた第３仕様とされている（図５及び図６参照）。
【０１１２】
　従って、前記第３例に係る作業車輌３は、主要機能バルブブロック２００（３）及び付
加機能バルブブロック３００（２）を有している。
　なお、前記第３例に係る作業車輌３における前記付加機能バルブブロック３００（２）
は、前記第２例に係る作業車輌２における付加機能バルブブロック３００（２）と同一で
あり、従って、その詳細な説明を省略する。
【０１１３】
　前記第３仕様において用いられる主要機能バルブブロック２００（３）には、図６、図
１７及び図１８に示すように、一端部が外表面に開口して油源からの作動油を受け入れる
受入ポート２１０Ｐを形成するメイン油路２１０と、前記メイン油路２１０の油圧を設定
するメインリリーフ弁２１５と、前記メインリリーフ弁２１５の二次側に流体接続された
バルブブロック側上流給排油路８１０と、一端部が外表面に開口してドレンポート２２５
Ｐを形成するドレン油路２２５と、バルブブロック側下流給排油路８２０と、前記バルブ
ブロック側下流給排油路８２０を前記バルブブロック側上流給排油路８１０及び前記ドレ
ン油路２２５に選択的に接続するインチング弁２３０と、一端部が外表面に開口してバル
ブブロック側前進用中継ポート２７０Ｐを形成するバルブブロック側前進用給排油路２７
０と、一端部が外表面に開口してバルブブロック側後進用中継ポート２７５Ｐを形成する
バルブブロック側後進給排油路２７５と、前記バルブブロック側前進用給排油路２７０及
び前記バルブブロック側後進用給排油路２７５と前記バルブブロック側下流給排油路８２
０及び前記ドレン油路２２５の間の流路切換を行う前後進切換弁８３０と、前記バルブブ
ロック側上流給排油路８１０の油圧を設定するディレイリリーフ弁８４０と、一端部が前
記ディレイリリーフ弁８４０の二次側に流体接続され且つ他端部が外表面に開口して前記
油圧前後進切換装置６０に対する潤滑油ポート２３５Ｐを形成する潤滑油路２３５と、前
記バルブブロック側下流給排油路８２０の油圧に応じて前記潤滑油路２３５の流量を制御
するように前記潤滑油路２３５に介挿された潤滑供給弁２４０と、前記潤滑油路２３５の
油圧を設定する潤滑リリーフ弁２４５と、一端部が前記メイン油路２１０に流体接続され
且つ他端部が前記装着面に開口して装着面取出ポート２５０Ｐを形成する前記取出油路２
５０とが設けられている。
【０１１４】
　本実施の形態においては、前記第２領域１６２に装着される前記付加機能バルブブロッ
ク３００（２）との干渉を防止しつつ、前記主要機能バルブブロック２００（３）の容積
を拡大して前記バルブ群を収容可能とすべく下記構成を備えている。
【０１１５】
　即ち、図１５～図１８に示すように、前記主要機能バルブブロック２００（３）は、前
記第１領域１６１にボルト等の締結部材２０６によって着脱可能に装着される第１バルブ
ブロック２０１と、前記第１バルブブロック２０１にボルト等の締結部材２０７によって
着脱可能に装着される第２バルブブロック２０２とを有している。
【０１１６】
　図１５及び図１７に示すように、前記第１バルブブロック２０１は、前記バルブ群のう
ち前記メインリリーフ弁２１５を収容すると共に、外端面に前記受入ポート２１０Ｐ、前
記バルブブロック側前進用中継ポート２７０Ｐ、前記バルブブロック側後進用中継ポート
２７５Ｐ及び前記潤滑ポート２３５Ｐを有し、且つ、内端面に前記ドレンポート２２５Ｐ
を有している。
【０１１７】
　一方、前記第２バルブブロック２０２は、図１８に示すように、前記インチング弁２３
０、前記ディレイリリーフ弁８４０、前記前後進切換弁８３０、前記潤滑供給弁２４０（
図示せず）及び前記潤滑リリーフ弁２４５（図示せず）を収容している。
【０１１８】
　ここで、前記第２バルブブロック２０２は、図１６に示すように、前記第１バルブブロ
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ック２０１の外端面に装着される装着領域２０２ａと、前記装着領域２０２ａから前記バ
ルブブロック装着面１６０と平行な方向に沿って外方へ延在されて、前記付加機能バルブ
ブロック３００（２）を少なくとも部分的に覆う延在領域２０２ｂとを有している。
【０１１９】
　即ち、前記第１及び第２バルブブロック２０１、２０２は、前記第１バルブブロック２
０１を前記第１領域１６１に装着し、前記第２バルブブロック２０２を前記第１バルブブ
ロック２０１に装着し、且つ、前記付加機能バルブブロック３００（２）を前記第２領域
１６２に装着した状態において、前記バルブブロック装着面１６０と直交する方向に沿っ
て視た際に、前記延在領域２０２ｂが前記付加機能バルブブロック３００（２）に重合す
るように構成されている。
【０１２０】
　斯かる構成を備えることにより、前記付加機能バルブブロック３００（２）との干渉を
防止しつつ、前記主要機能バルブブロック２００（３）の容積を有効に拡大することがで
きる。
【０１２１】
　なお、本実施の形態においては、図１５～図１７に示すように、前記第１バルブブロッ
ク２０１及び前記第２バルブブロック２０２の間には、両バルブブロック２０１、２０２
の対応油路同士を接続する為の接続油路が形成された中間プレート２０３が介挿されてい
る。
【符号の説明】
【０１２２】
１～３　　　　　　作業車輌
１５　　　　　　　前輪（副駆動輪）
１８　　　　　　　後輪（主駆動輪）
２０　　　　　　　油圧走行クラッチ装置
５０　　　　　　　油圧無段変速装置
６０　　　　　　　油圧前後進切換装置
７０　　　　　　　油圧ブレーキ装置
８０　　　　　　　油圧二駆／四駆切換装置
１００　　　　　　ＰＴＯ軸
１１０　　　　　　油圧ＰＴＯクラッチ装置
１５０（１）～１５０（３）　　ミッションケース（リヤハウジング）
１６０　　　　　　バルブブロック装着面
１６１　　　　　　第１領域
１６２　　　　　　第２領域
１６５　　　　　　連通油路
１９５　　　　　　ＰＴＯ切換弁
２００（１）～２００（３）　　主要機能バルブブロック
２０１　　　　　　第１バルブブロック
２０２　　　　　　第２バルブブロック
２０２ａ　　　　　装着領域
２０２ｂ　　　　　延在領域
２１０Ｐ　　　　　受入ポート
２２０Ｐ　　　　　中継ポート
２５０Ｐ　　　　　装着面取出ポート
２６０Ｐ　　　　　バルブブロック側サーボ中継ポート
２６５Ｐ　　　　　バルブブロック側チャージ中継ポート
２７０Ｐ　　　　　バルブブロック側前進用中継ポート
２７５Ｐ　　　　　バルブブロック側後進用中継ポート
３００（２）　　　付加機能バルブブロック
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３１０Ｐ　　　　　付加機能受入ポート
３３０Ｐ　　　　　通常四駆用中継ポート
３３５Ｐ　　　　　増速四駆用中継ポート
３４０Ｐ　　　　　第１ブレーキ用中継ポート
３４５Ｐ　　　　　第２ブレーキ用中継ポート
５０１　　　　　　第１油圧ポンプ（共通油源）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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